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V (2) 
 
解答： 

𝑓(𝑡) = 6(𝑡 − 1)(𝑡 − 2),			𝑑 = 0 
 
求める過程： 
 
関数 𝐹(𝑥) が 𝑥 = 1, 2 で極値をとることから，𝐹&(𝑥) = 𝑓(𝑥) は (𝑥 − 1)(𝑥 − 2) を因数にもつ。これと 𝑓(𝑡) が
2 次関数であることから，ある定数 𝑎 を用いて 𝑓(𝑡) = 𝑎(𝑡 − 1)(𝑡 − 2) と書ける。（なお，𝑥 = 1 で極大値を，
𝑥 = 2	で極小値をとることから，この定数	 𝑎	は正である。）𝐹(𝑥)	の定義式にこれを代入することで，	

𝐹(𝑥) = F 𝑎(𝑡 − 1)(𝑡 − 2)
'

(
𝑑𝑡 = 𝑎 G

1
3 𝑡

) −
3
2 𝑡

% + 2𝑡H
(

'

= 𝑎 2
1
3𝑥

) −
3
2𝑥

% + 2𝑥3 − 𝑎 2
1
3𝑑

) −
3
2𝑑

% + 2𝑑3	

を得る。右辺の第	 2	項の括弧の中身は定数であり，これを	 𝐴	とおく。𝐹(𝑥)	の極値に関する条件より	
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が成り立ち，2	式を連立することで	 𝑎 = 6, 𝐴 = 0	がしたがい，𝑎 = 6	より	 𝑓(𝑡) = 6(𝑡 − 1)(𝑡 − 2)	である。ま
た，𝐴 = 0	より	
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であるが，2𝑑% − 9𝑑 + 12 = 0	をみたす実数	 𝑑	は存在しないので	 𝑑 = 0	である。■	


